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募集してもこない!時間給が安い!ヘルパーの高齢化!
訪問介護事業へのアンケート １０事業所から回答

橋本伊都社保協は９月に、伊都郡内(高野町除く)１市２町の訪問介護43
事業所に、コロナ禍での事業所の現状・実態を問う１１項目のアンケート
を事業所訪問と郵送で届けたところ１０事業所から回答をいただきました。
４３事業所の内、３事業所がすでに廃業、訪問介護をしていない事業所が
３事業所ありました。アンケートの回収率は27%です。
現在の事業所の経営状況については、困っている・多少困っているが7
事業所、コロナ前と比べて事業収入が減収していると回答した所は５事業所でした。また、１事業所からは、
このままの状況が続くと廃業の可能性があるとの回答が寄せられました。
事業所で人手は足りているかという問いには、７事業所から足りていないという回答があり、その理由は、
新規採用の希望者がない、募集してもこない、求人を出すがこない、時間給が安い、採用しても長続きしな
いなどの意見が寄せられました。深刻な人材不足が明らかになりました。担い手不足の背景には、介護職全
体の賃金水準の低さや介護現場の労働環境の厳しさがあります。意見の中に、ヘルパーの地位向上の為に活
動を頂きたいとのメッセージもありました。
コロナの影響で離職や休職したという回答は１事業所で少ないものの、訪問先での介護事業者への風評被
害は、４事業所であると回答がありました。感染予防対策では、抗原検査キッドの活用など出来る限りの感
染予防対策をすすめながらも、訪問介護職員に対して敏感になり、キャンセル続きや利用停止になる利用者
があり、説得やケアに苦労したとの意見や現在、スタッフや利用者に感染はないが、今後スタッフに感染が
広がった場合は、サービスの提供が難しくなる。小規模事業所は職員一人が感染すれば、すぐに休業せざる
を得ない中で事業を運営しているとの意見などがありました。
介護保険制度については、６事業所から改善してほしいとの意見が寄せられました。生活援助の上限回数
ができ、利用者の生活が成り立たないことがある。利用者で感染予防の援助、買い物、銀行等困る方がたく
さんいる。介護認定が厳しすぎるため、サービス時間内に追われ、時間に余裕が欲しい。書類作成の量が多
いので少なくして欲しい、その分介護に力や時間を使いたい。また、コロナ対策の給付金や物品購入の補助
金支給、処置改善加算の増額などの支援要求も出されています。
今回アンケートを回収し、介護現場の実態や深刻さが明らかになりました。橋本伊都社保協では、様々な
意見をお聞きし、介護の改善を国や自治体にむけて求めていきたいと考えます。ご協力いただいた事業所み
なさんありがとうございました。


